
令和元年度 校内研究計画（小中一貫教育） 

 

１ 研究主題 

    主体的に学びに向かう児童生徒の育成 

    ～学力向上を目指した取組を通して～ 

   

 

２ 研究主題に係る本校の課題 

  ＜児童生徒の実態より＞ 

○ 与えられた課題にはまじめに取り組む児童生徒が多い。 

○ 自分の考えを話したり、書いたりすることに対して、少しずつ自信をもって表現できるようになってい

るが、まだ指導が必要である。 

○ 共同解決（話し合い）において、子どもだけで深めたり、広げたりすることが難しい。 

○ 忘れ物や返事、立腰など学習習慣の継続的な指導が必要である。 

 

 

３ 課題解決に向けての取組 

  ① 児童生徒の実態把握 

  ② 研究授業の実施 

  ③ 学びの土台 

  ④ 学力向上の時間の確保 

  ⑤ 家庭学習の啓発 

    

 

４ 研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 

 

小中研究推進委員会（校長・教頭・教務・研究主任） 

小学校部会 

（小学校職員） 

中学校部会 

（中学校職員） 

小中合同分掌部会  

※ 徳の部会  

（小中部員） 

小中合同分掌部会 

※ 体の部会  

（小中部員） 

小中合同研修会  

※ 知の部会  

（小中全職員） 



５ 研究の全体構想 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容】 

 

【紙屋小・中学校共通の教育目標】 

自己を鍛え、心豊かで、 

自信をもって行動する児童・生徒の育成 

○ 諸法令 

○ 学習指導要領 

○ 県・市の教育方針 

○ 市小中一貫教育基本方針 

○ 学校・家庭・地

域の実態 

○ 保護者・教師の

願い 

日々の実践 

【研究主題】 

主体的に学びに向かう児童生徒の育成 

～学力向上を目指した取組を通して～  

 

中学校の実践 

小中合同研究内容 

① 児童生徒の実態把握 

  ② 研究授業の実施 

   ・ 小・中学校で、教科（各学校１回）、道徳（各学校１回） 

  ③ 学びの土台 

   ・ 立腰、挙手、返事の徹底 

  ④ 学力向上の時間の確保 

  ⑤ 家庭学習の啓発 

・ 「家庭学習の手引き」の活用 

・ 保護者との連携「夢応援メッセージ」 

 

生きる力の育成 

 

 

小学校の実践 


